
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22年 6月 16日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：１）障害や慢性疾患など特殊なニーズのある子どもの同胞（以下、

きょうだい）のうち、幼児期後期と青年期のきょうだいを対象とした支援活動を開発し参加者か

ら高い評価を得て、実施マニュアルを作成した。２）親の会や保健所など異なる組織によってき

ょうだい支援活動を試行し、主催組織により実施形態は多様だが、きょうだいに特有な経験と感

情の共有に効果があり、プログラムを継続できることを実証した。 

 

研究成果の概要（英文）： Firstly, programs to support siblings of children with special 

needs for the pre-school siblings and adolescent siblings  were developed and evaluated 

their efficiency, in addition to a program for the school-aged siblings. Secondly, 

different sibling support programs which were carried by a variety of agencies, such as 

a community health professioals and parent groups, were revealed to show different 

strength. 
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１． 研究開始当初の背景 

 障害や慢性疾患など特殊なニーズのある人

(子ども)(以下、当事者)が地域で生活する際

には年令や居住形態を問わず家族とのかか

わりは重要である。家族は介助者としてだけ

でなく、当事者の自立・自己概念の向上・QOL

の向上に関与することが報告されている。す

でに、当事者の家族に対する支援方法には、
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情報提供、カウンセリング、介助支援（ヘル

パー・レスパイト・福祉機器）があることが

指摘されているが、その具体的な方法と効果

についての実証的な研究は極めて少ない。特

に、当事者と同じ生育環境で発達し、生涯に

わたり最も長く関わる可能性が高いきょう

だいに対する支援については見落とされる

場合が多い。 

 きょうだいに関する研究では、レクリエー

ションと討論からなるグループワークによ

る支援に効果があることは 1950 年代から欧

米で指摘され、グループワークの評価につい

ての研究は 2000 年ごろから米国で始められ

た。しかし、学童期以外のグループワークの

実践と評価は国際的にも非常に少ない。 

わが国でも 1960 年代からきょうだいの課

題に関する研究は発表されており、全国的な

きょうだい会も発足したが、学童期きょうだ

いを対象にしたワークショップでさえ、研究

開始当時は実践活動も少なく専門的なグル

ープワークは非常に少なかった。 

2000 年以降は筆者らによりきょうだいと

母親によるニーズ調査（1995-2001）、学童期

きょうだいを対象にしたワークショップの

実践方法と効果の検証および実践方法のマ

ニュアル作成（2002-2006）が行われ、また、

成人きょうだいの組織によるグループワー

クが全国で７箇所程度（東京２カ所、横浜、

名古屋、宇都宮、札幌、旭川）、特別支援教

育教員によるグループワークが２箇所（兵庫、

福岡）で開始された。しかし、幼児期きょう

だいや青年期きょうだいを対象としたグル

ープワークは、ほとんど知られていない。 

２．研究の目的 

本研究では、きょうだいのニーズ調査、学

童期きょうだいを対象にしたワークショッ

プの実践方法と効果の検証および実践方法

のマニュアル作成を経て、プログラムの発展

と普及・継続を目的とし、以下の３点を目標

とした。 

第一はきょうだいに対する支援プログラム

のうち、幼児期後期と青年期のきょうだいを

対象としたプログラムをそれぞれ開発し、そ

の効果を評価することである。 

第二は、生涯発達的な視点から幼児期・学

童期・青年期を通したきょうだいに対する支

援システムを考案することであり、親の会・

学生実習・保健所など異なる組織による主催

事業を試行し、それぞれの場合における参加

者の年代・実施形態・評価・継続性を評価す

ることである。 

第三は死別経験のあるきょうだいを対象と

したプログラム開発である。 

３．研究の方法 

(1) 幼児期後期きょうだい、青年期きょうだ

いを対象としたグループワーク･プログラム

の開発と評価 

 筆者らが日本版を開発した学童期プログ

ラムと海外の先行研究で示された幼児期後

期プログラムを参考にして、幼児期後期きょ

うだいと青年期きょうだいを対象としたグ

ループワーク･プログラムを試行した。また、

幼児期プログラムでは共同参加した母親を、

青年期プログラムでは参加者（きょうだい）

を対象に質問紙法による調査を行った。 

① 幼児期後期プログラム 

 幼児期プログラムは３歳から６歳の未就

学期きょうだいと母親を対象に、２週間間隔

で３回を 2007 年に実施した。1回あたりの所

要時間を学童期よりも１時間短い４時間と

し、母親ときょうだいで行うゲームを学童期

よりも数多く提供した。事前調査では、「障

害」という言葉や診断名を使用していない家

庭がほとんどであったため、プログラム中も

「障害」という言葉は使わずに「きょうだい

がいる子どもと母親の会」として進行した。 

 「障害」に関する討論の導入として、障害

児のきょうだいを主人公にした童話の紙芝

居の視聴（２回目）、家族写真を装飾し作品

を紹介しながら家族のよいところと悪いと

ころを紹介した（３回目）。 

 昼食は、母子で一緒に作る過程を交え、お

むすび、サンドイッチ、海苔巻きとし、２回



目と３回目の昼食後の自由時間には母親だ

けの懇談会を行った。 

② 青年期プログラム 

 青年期プログラムは、学童期プログラムに

参加した約 40 名のうち中学生以上になった

約 20名を対象とし、2週間間隔で２回を 2007

年に実施した。１回目は屋外における冒険教

育（プロジェクト アドベンチャー）の体験

とし、２回目は室内レクリエーションの後、

父親となった 20 歳代のきょうだいと配偶者

への質問時間とした。 

(2)きょうだい支援システムの構築 

特別支援学校、就学前通所施設、保健所、

専門職者、親の会などに、きょうだい支援活

動の実施を打診したところ、研究期間内に、

親の会６、専門職者による任意組織１、保健

所２が活動を開始したため、活動実施のため

に運営とプログラム作成の補助およびファ

シリテーターの派遣を行った。また、効果と

課題を明らかにするために、参加者（きょう

だいまたは保護者）を対象に質問紙法による

調査を実施した。 

４．研究成果 

 幼児期後期きょうだいおよび青年期（中高

校生）きょうだいを対象としたグループワー

クは、参加者・保護者・スタッフから高い評

価を得た。また、一般向けの解説文書と啓発

用の DVD を参加者の許諾を得て作成した。 

 ９組織によるきょうだい支援活動は、講演

会、親の会の分科会、グループワーク、サマ

ーキャンプの平行プログラムとして実施さ

れた。研究期間終了時に、親の会４箇所、保

健所１箇所、任意組織１箇所が活動を継続し

ていることを確認した。 

 一方、きょうだいの発達に沿ってどのよう

に支援を継続するかについては、追跡期間が

短く十分なデータを得ていない。しかし、本

研究期間の前に行った学童期グループワー

ク参加者のうち半数とは連絡が続いており、

長期にわたる緩い支援体制の必要性は示唆

される。具体的方策は今後の検討課題である。 

公的システムとしては早期の家族支援と

して、きょうだいまたは当事者の出生にはじ

まる両親ときょうだいを対象にした情報提

供、幼児期後期のきょうだいと母親を対象に

したグループワークを整備することが効率

的であると考える。 

 死別経験のあるきょうだいに対するプロ

グラムは対象者の募集と研究期間内の終結

が困難なことから、進行性疾患 ALS 患者の子

ども向けの冊子を翻訳したにとどまった。今

後、取り組む予定の課題である。以下は成果

の詳細である。 

(1) 幼児期後期きょうだいを対象としたグ

ループワーク･プログラムの開発と評価 

①幼児期後期プログラム 

 きょうだいと母親６組の参加を得て実

施した。調査結果から、グループワークへの

満足度は高かったことと以下の５点(A)～

E))が明らかになった。A)参加した母親はき

ょうだいに何らかの心身症状を見出してい

たこと。B)きょうだいに対して何をすればよ

いのかの導入をプログラムで得た母親は、そ

れぞれの方法で、きょうだいへの配慮を実生

活で実現したこと。たとえば、月に 1回きょ

うだいとすごす日を決める、きょうだいのグ

ループワークを独自に開始するなどがあっ

た。C)障害のことについて話すきっかけとな

ったこと。D) きょうだいの特殊な経験への

理解と観察眼が高まったこと。たとえば、そ

れまでお菓子は必ず障害児と分け合ってい

たきょうだいが、障害児がいない場面で「き

ょうだいの先生からもらったお菓子だから、

一人で食べていいんだね。」と言う変化に気

づいたことが母親から報告された。E)母親は

障害児に関するコミュニティ活動にまだ参

加していない場合が多く、きょうだいのこと

に限らず相談する場を必要としていたこと。 

③ 青年期プログラム 
 該当者 20 名のうち自主的な応募は 1 名し

かなく、不参加の理由は「クラブ活動やボー

イスカウトなどで忙しいこと」「試験が重な

ったこと」「今は、自分の生活に専念したい

こと」などであった。きょうだいグループワ

ークの代替としてボーイスカウトに通って

いた子どもに日程調整を依頼し、対象枠を小

学校５年以上に拡大して、各回 6名の参加者

を確保した。2 回とも参加したのは小学生２

名のみであった。このことから、青年期きょ

うだいが参加するプログラムは参加者を得



るための日時設定が難しく、母親を対象とし

たプログラムがこの時期には実施しやすい

と考えられた。 

（１）  青年期プログラム 

調査結果から、グループワークへの満足度

は非常に高く、成人きょうだいとの話は有意

義であったことが示された。成人きょうだい

に対する質問は数多く出され、「結婚」「将来」

「困ったことと対処方法」「楽しい経験」な

どに分類された。全員が「話を聞いて良かっ

た」「両親と同じような話をできる」と回答

した。一方、「きょうだいについて困ること」

を６名中４名が記載し、対処方法は「我慢す

る」4 名、「怒る」３名、「母親に話す」１名

であり学童期にグループワークに参加する

前と同じ状態であり、有効な対処方法を提示

する必要が示唆された。 

 (2) きょうだい支援システムの構築 

主催組織により多様な実施形態と内容が

可能であることを明らかにした。ファシリテ

ーターとして専門職者や十分な経験者が確

保できない場合には討論で参加者の満足を

得ることは難しいが、レクリエーションだけ

の実施でもきょうだいの経験と感情を参加

者が認識できることは示された。以下に主催

組織による特長を示す。いずれもレクリエー

ションを主体とし、経験のある専門職者を依

頼できた場合のみ討論を行っている。活動の

継続性・移行性については、なお、追跡調査

が必要である。 

①� 保健所 
 保健所では療育事業として「きょうだい支

援」に関する講演会を実施した後、未就学期

きょうだいと母親を対象にしたグループワ

ークをインストラクターと研究者をファシ

リテーターとして依頼して実施し、３年間、

継続している。 

 対象が未就学期きょうだいになった理由

は、A)保健所に隣接する就学前療育教室の参

加者のきょうだいを主な対象としたこと、B)

保健所が稼動する平日に参加できるきょう

だいは長期休暇を除けば未就学児になるこ

と、C)ニーズが未就学期からあることであり、

早期介入が必要とされることと、運営上の制

約があることが明らかになった。 

②若手専門職者による任意組織 

 本研究に先行して実施した学童期グルー

プワーク開発研究にスタッフとして参加し

た若手専門職者（ソーシャルワーカー、看護

師）と成人きょうだいは長期休暇を利用した

宿泊型のグループワークを開始した。助成金

獲得、参加者獲得、ボランティアである主催

者の時間捻出などに困難はあるが、定期的な

活動を４年に渡り継続している。 

③親の会 

(A) きょうだいのための隔月の日帰り

外出 

 学童期以上のきょうだいとボランティア

学生により近隣のレクリエーション施設（プ

ール、インターネットカフェ、ボーリングな

ど）に外出するプログラムが５年に渡り実施

されている。参加するきょうだいの世代交代

もあるが、親の会で外出先の選定と招待状作

成などの運営を継続している。 

(B) 療育サマーキャンプに同行するき

ょうだいを対象にした活動 

 障害児（者）を対象にした療育キャンプに

同行するきょうだいのための活動を保障し

た例もある。きょうだいグループとしての活

動だけでなく、障害児の活動と平行した活動

を実施することが特徴であった。家庭内では、

きょうだい同士の関わりが日常的にあるた

め、障害児と快適に遊ぶ方法を専門家（ボラ

ンティアの特別支援教員）の行動から習得す

ることも、きょうだい自身から高く評価され

た。ボランティアの特別支援学校教員と大学

生をファシリテーターとして４年間、継続し

ている。 

④ 学生実習 

「人間発達学」の講義を受講した医療系専門

学校の学生に、きょうだい支援活動の解説を

し、レクリエーション活動の企画･運営をボ

ランティア活動として依頼した。参加者の募

集と会場確保は教員が行った。参加きょうだ

いから活動は高い評価を得た。学生は身体と

思考による遊びを通じて、子どもの運動･認

知の発達を観察することができたが、学生実

習として位置づけるには、学生と参加者の双

方の保険の取り扱いなど運営上の課題が残

されている。 

(C) きょうだいを主体にした家族活動 
 きょうだい支援活動に参加するためには、

障害児の保育を確保しなければならないこ

とも多い。その課題を解決するために、きょ

うだいとのレクリエーションを中心としな

がら、障害児の保育をボランティア学生に別

室で依頼した例もある。 

 この例は幼児期後期のきょうだいを主な



対象としたため母親も同時に活動に参加し

た。障害児の保育に父親や祖父母が参加する

こともあり、家族全員で参加できる企画を部

分的に実施する場合もある。事前事後の連絡

にミクシイを使うことにより、時間的地理的

な連携を密接にする利点が明らかになった。 
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〔その他〕 
 
１ 保健所・親の会主催招待講演会 ４件  
 
２ 研究主催公募グループワーク ９件 
（内訳） 
未就学期きょうだいと母親対象 ３件 
中高校生対象 ３件 
ドラマセラピストによる試行 ２件 
実習生による試行 １件 
 
３ 保健所･親の会主催グループワークへの
協力 4 件（うち２件は２泊３日） 
 
４ ホームページ： 
http://www.rehab.go.jp/ri/fukushi/ykita
mura/kitamurayayoi.html 
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